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今
こ
そ
“
正
念
場
” 

理
事
長 

 

鈴
木 

昭
雄 

 

早
い
も
の
で
、
せ
た
が
や
樫
の
木
会
の
設

立
（
平
成
14
年
2
月
末
）
か
ら
8
年
有
余

の
月
日
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
実
施

す
る
事
業
は
、「
日
中
活
動
系
」
と
「
訪
問
系
」

の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
拡
大
の
一

途
を
た
ど
り
、
そ
の
テ
ン
ポ
は
私
の
“
希
望

的
予
測
”
を
も
上
回
る
も
の
で
し
た
。 

 

現
在
は
、
指
定
管
理
者
と
し
て
世
田
谷
区

か
ら
の
委
託
で
実
施
し
て
い
る
2
事
業
と

自
主
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
7
事
業
，

計
9
事
業
（
所
）
の
経
営
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
、
通
所

事
業
で
200
人
（
定
員
）
、
居
宅
事
業
で
160
人

と
な
り
、
今
後
と
も
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。「
地
域
法
人
」
と
し
て
、
ほ
ぼ
一
人
前

の
規
模
に
達
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
自
負
し
て

い
ま
す
。 

 

支
援
の
担
い
手
で
あ
る
職
員
の
数
は
100

人
（
常
勤
職
員
55
人
、
非
常
勤
職
員
45
人
）
、

登
録
ヘ
ル
パ
ー
の
数
は
100
人
の
規
模
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
4
月
に
は
、
法
人

運
営
の
要
で
あ
る
本
部
・
事
務
局
長
に
実
務

経
験
の
豊
富
な
佐
藤
理
事
を
お
迎
え
す
る
こ

と
が
で
き
、「
体
制
」
面
に
お
い
て
格
段
の
充

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
財

務
」
の
面
で
も
、
本
号
掲
載
の
平
成
21
年
度

決
算
に
あ
る
よ
う
に
、
総
資
産
（
ス
ト
ッ
ク
）

は
2
億
4
千
万
円
（
う
ち
「
純
資
産
」
は
1

億
8
千
5
百
万
円
）
、
年
間
の
資
金
収
支
（
フ

ロ
ー
）
に
お
け
る
経
常
収
入
は
5
億
３
千
６

百
万
円
（
期
末
の
「
資
金
残
高
」
は
1
億
3

千
5
百
万
円
）
と
な
っ
て
お
り
、
健
全
な
経

理
状
況
と
言
え
ま
し
ょ
う
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
順
調
と
思
わ
れ
る
事
業

展
開
の
中
に
も
、
法
人
経
営
の
責
任
者
と
し

て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難
問
や
取
り

組
む
べ
き
課
題
が
多
々
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
急
速
な
事
業
拡
大
に
伴
う
“
歪
み
”
の

是
正
と
と
も
に
、
地
域
法
人
と
し
て
の
“
中

核
的
機
能
”
に
つ
い
て
、
設
立
の
原
点
に
立

ち
返
っ
て
検
討
し
て
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
障
害
者
制
度
の
抜
本
的
改
革
が

国
を
揚
げ
て
論
議
さ
れ
て
い
る
中
で
、
知
的

障
害
者
の
「
地
域
で
生
活
す
る
権
利
」
や
「
支

援
を
得
な
が
ら
の
自
己
決
定
」
を
実
現
し
て

い
く
役
割
を
担
っ
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
と

し
て
、
極
め
て
重
要
な
検
討
課
題
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。 

 

具
体
的
な
テ
ー
マ
を
例
示
す
る
と
…
… 

①
人
事
・
給
与
制
度
検
討
委
員
会
：
給
与
体

系
の
統
一
に
よ
る
給
与
格
差
の
是
正
と
将
来

を
見
据
え
た
制
度
設
計
、
お
よ
び
、
人
材
育

成
と
公
正
処
遇
の
た
め
の
人
事
考
課
制
度
の

構
築
。
平
成
23
年
4
月
か
ら
実
施
（
一
部
試

行
を
含
む
）
の
予
定
。 

②
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
研
究
会
：

地
域
法
人
の
中
核
的
機
能
と
し
て
、
知
的
障

害
者
の
自
立
を
支
え
る
相
談
支
援
や
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
の
理
論
的
・
実

証
的
な
研
究
と
事
業
化
の
た
め
の
検
討
。
平

成
23
年
3
月
末
ま
で
に
結
果
報
告
の
予
定
。 

③
広
報
委
員
会
：
会
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
広
報
の
内
容
・
方
法
の
充
実
。
常
設
の
委

員
会
。 

 

こ
の
よ
う
な
場
を
設
け
て
、
法
人
運
営
の

全
般
に
係
る
重
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論

を
重
ね
て
い
く
こ
と
は
、
部
分
最
適
に
囚
わ

れ
な
い
“
均
衡
あ
る
成
長
”
、
当
面
の
成
功
よ

り
も
“
持
続
可
能
な
成
長
”
、
そ
し
て
、
時
に

は
限
界
へ
の
挑
戦
も
辞
さ
な
い
“
革
新
的
な

成
長
”
を
目
指
す
地
域
法
人
と
し
て
、
不
可

欠
な
経
営
姿
勢
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
法
人
の
将
来
を
支
え
る
各
事
業
の
中

堅
職
員
が
一
堂
に
会
し
、
一
つ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
論
じ
合
う
こ
と
は
、
法
人
職
員
と
し

て
の
一
体
感
の
醸
成
や
将
来
の
幹
部
職
員
の

育
成
に
も
繋
が
る
こ
と
で
す
。 

 

こ
ん
な
こ
と
を
言
う
と
鬼
に
大
笑
い
さ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
再
来
年
の
2
月
に
、

当
法
人
は
「
設
立
10
周
年
」
を
迎
え
ま
す
。

簡
素
な
が
ら
も
朗
ら
か
な
式
典
や
祝
賀
会
を

催
し
た
く
、
年
が
明
け
た
ら
早
速
そ
の
準
備

に
取
り
掛
か
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
10
周
年
を
節
目
と
し
て
、
当
法
人
の
事

業
・
組
織
人
事
・
財
務
の
各
般
に
亘
っ
て
運

営
基
盤
の
整
備
・
強
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
、

法
人
を
挙
げ
て
格
段
の
努
力
を
行
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 

“
今
こ
そ
正
念
場
”
。
こ
れ
か
ら
の
一
・
二

年
が
当
法
人
の
明
る
い
未
来
の
た
め
の
準
備

期
間
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
の
認
識

で
、
役
・
職
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
積
極

的
な
事
業
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

す
。 
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ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
樫
の
木 

管
理
者 

島
澤 

広
樹 

知
的
障
害
当
事
者
の
生
活
は
家
族
が
看

る
の
が
当
た
り
前
で
あ
り
、
家
族
が
倒
れ
た

の
な
ら
入
所
施
設
に
入
る
と
い
う
の
は
一
昔

前
の
話
・
・
・
。
と
言
い
た
い
の
だ
が
、
現

実
的
に
は
ま
だ
よ
く
聞
く
話
で
す
。 

 

現
に
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
「
施
設
か

ら
地
域
へ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

も
と
、
地
域
移
行
が
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
地

域
移
行
で
き
た
人
は
ご
く
ご
く
少
数
で
あ
り
、

移
行
し
空
い
た
入
所
施
設
の
枠
に
は
す
ぐ
に

新
し
い
入
所
者
が
入
る
イ
タ
チ
ご
っ
こ
が
続

い
て
い
ま
す
。 

そ
の
結
果
、
未
だ
４
千
人
に
も
及
ぶ
知
的

障
害
当
事
者
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
か
ら
縁
も

ゆ
か
り
も
な
い
遠
く
離
れ
た
都
外
施
設
に
入

所
し
て
い
ま
す
。 

本
当
に
知
的
障
害
当
事
者
の
生
活
支
援

は
家
族
だ
け
が
看
な
い
と
い
け
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
？ 

家
族
以
外
で
も
彼
等
の
支
援
を
し
、
そ
れ

を
生
業
と
し
て
い
る
人
も
今
は
存
在
し
て
い

る
の
で
す
。 

そ
れ
が
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
樫
の

木
で
す
。 

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
樫
の
木
の
理

念
は｢

知
的
障
害
当
事
者
が
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
事
を
望
め
ば
、
全
力
を
持
っ
て
サ
ポ

ー
ト
す
る｣

こ
の
一
つ
だ
け
で
す
。 

      

制
度
も
社
会
も
変
わ
り
、
現
在
で
は
障
害

者
の
支
援
は
家
族
だ
け
が
担
う
も
の
で
は
な

く
、
社
会
全
体
で
支
え
る
と
さ
れ
、
知
的
障

害
当
事
者
が
個
人
で
使
え
る
支
援
制
度
も
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
障
害
当
事
者
自
身
も
障
害
者
で

あ
る
前
に
人
間
で
あ
り
、
自
分
た
ち
に
は
地

域
で
暮
ら
す
権
利
が
あ
る
と
声
高
ら
か
に
宣

言
も
し
て
い
ま
す
。 

と
は
い
え
、
家
族
と
同
居
す
る
人
が
圧
倒

的
に
多
い
中
で
、
知
的
障
害
児
者
の
支
援
を

担
っ
て
い
る
の
は
家
族
と
い
う
現
状
に
は
変

わ
り
な
い
の
も
事
実
で
す
。 

し
か
し
、
家
族
と
同
居
し
な
が
ら
も
家
族

以
外
の
支
援
者
を
得
て
、
地
域
の
中
で
の
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
す
。

知
的
障
害
当
事
者
を
支
え
て
い
る
ご
家
族
な

ら
誰
し
も
お
分
か
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
自

分
が
倒
れ
た
ら
、
病
気
に
な
っ
た
ら
、
入
院

し
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
、
常
に
不
安
を
お
持

ち
の
方
は
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。 

こ
う
い
う
時
に
家
族
以
外
の
支
援
者
が

居
る
の
と
居
な
い
の
と
で
は
大
違
い
で
す
。 

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
樫
の
木
の
利

用
者
に
は
、
家
族
が
急
病
で
倒
れ
復
帰
ま
で

の
期
間
を
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
支
援
で
支
え
ら

れ
た
人
や
、
急
な
家
族
と
の
死
別
に
よ
り
、

施
設
に
入
所
か
と
い
う
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ

な
が
ら
、
本
人
の
地
域
で
暮
ら
し
た
い
と
い

う
思
い
を
汲
み
、
支
援
体
制
を
整
え
現
在
は

試
行
錯
誤
の
日
々
で
す
が
単
身
生
活
を
謳
歌

さ
れ
て
い
る
方
ま
で
色
々
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。 こ

れ
も
普
段
か
ら
家
族
以
外
の
支
援
者

と
の
接
点
を
持
っ
て
い
た
か
ら
成
せ
る
技
で

す
。
作
業
所
や
施
設
の
職
員
、
学
校
の
先
生

は
、
日
々
知
的
障
害
当
事
者
と
接
し
、
そ
の

人
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

作
業
所
や
施
設
、
学
校
外
の
支
援
ま
で
は
物

理
的
に
担
え
ま
せ
ん
。 

こ
の
部
分
は
ヘ
ル
パ
ー
が
担
う
分
野
に

な
り
ま
す
。
当
然
ヘ
ル
パ
ー
は
日
々
接
し
て

い
る
職
員
ほ
ど
、
当
事
者
を
理
解
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
ヘ
ル
パ
ー
は
少
な
い
時
間
の
中
で

100
％
利
用
者
を
理
解
し
よ
う
と
120
％
の
努

力
を
し
て
い
ま
す
。 

少
な
い
時
間
で
も
接
す
る
機
会
が
多
く

な
れ
ば
自
然
と
関
係
も
で
き
上
が
り
ま
す
。 

現
在
、
区
内
に
は
100
か
所
の
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。 

ど
こ
の
事
業
所
も
ヘ
ル
パ
ー
不
足
と
い

う
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
改
善

す
べ
く
区
が
主
体
と
な
り
無
料
で
資
格
を
取

れ
る
研
修
事
業
を
開
始
し
、
区
内
で
活
動
す

る
ヘ
ル
パ
ー
を
増
や
し
て
い
ま
す
。 

（
昨
年
度
よ
り
知
的
障
害
児
者
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
を
世
田
谷
区
か
ら
受
託

し
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
樫
の
木
が
行
っ

て
い
ま
す
。
） 

                  

平
成
21
年
度
決
算
報
告 

本
部
事
務
局 

 

佐
藤
・
堀
部 

平
成
22
年
5
月
20
日
開
催
さ
れ
た
理
事

会
・
評
議
員
会
に
お
い
て
、
平
成
21
年
度
事

業
報
告
及
び
決
算
報
告
を
そ
れ
ぞ
れ
承
認
い

た
だ
き
ま
し
た
。
各
事
業
は
順
調
に
推
移
し
、

事
業
活
動
収
支
の
総
計
で
は
収
支
差
額
合
計

5
千
万
円
と
な
り
健
全
に
執
行
さ
れ
ま
し

た
。
決
算
概
要
は
3
～
4
面
に
掲
載
の
通
り

で
す
。 

な
お
、
平
成
21
年
度
事
業
報
告
書
・
決
算

報
告
書
の
詳
細
は
、
本
部
事
務
局
で
閲
覧
で

き
ま
す
。 

写真は、ガイドヘルプを利用して外出されている様

子です。 

最初は土日祝祭日の余暇支援でも構いません。 

家族以外の支援者を確保し、地域で暮らし続ける地

盤を作る為にもヘルパーを利用してはいかがでし

ょうか？ 
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人
事
給
与
制
度
検
討
委
員
会
発
足 

本
部
事
務
局
長 

佐
藤 

勝 
本
法
人
は
、
平
成
14
年
度
事
業
開
始
の
当

初
、
世
田
谷
区
か
ら
の
委
託
事
業
が
中
心
で

あ
り
職
員
の
給
与
制
度
は
、
世
田
谷
区
職
員

に
準
じ
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
民

営
福
作
4
所
の
移
行
、
わ
く
わ
く
祖
師
谷
が

自
主
事
業
と
し
て
発
足
し
、
自
主
経
営
に
合

わ
せ
て
職
員
の
給
与
規
程
を
別
に
設
定
し
ま

し
た
。 

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
の
二
本
立
て
給
与
体

系
で
は
今
後
の
人
事
異
動
や
職
員
処
遇
面
か

ら
問
題
も
生
じ
る
た
め
、
将
来
に
向
け
て
、

自
主
自
立
経
営
に
よ
る
事
業
運
営
を
役
・
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
推
進
で
き
る
よ
う
に
、

「
職
員
の
給
与
格
差
の
是
正
」
と
「
公
正
処

遇
の
た
め
の
人
事
考
課
制
度
の
構
築
」
を
目

指
し
て
現
行
人
事
給
与
制
度
を
全
面
的
に
見

直
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

平
成
21
年
12
月
に
、
所
属
長
・
主
任
等
の

中
堅
職
員
を
主
体
に
し
た

7
名
の
委
員
と

経
営
労
務
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
委
嘱
し

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
8
回
の
検
討
を
重
ね
本
年
10
月
に
は

検
討
の
骨
子
を
報
告
案
に
ま
と
め
理
事
長
に

提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
さ
ら
に
詳
細

検
討
を
行
い
、
23
年
度
に
は
新
人
事
給
与
制

度
へ
の
切
り
替
え
実
施
（
人
事
考
課
制
度
は

試
行
後
）
を
予
定
し
て
進
め
て
い
ま
す
。 

「
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

事
業
研
究
会
」
発
足 

研
究
会
座
長 

伊
能 

亮 

下
馬
福
祉
工
房
主
任 

今
年
６
月
、
新
規
事
業
と
し
て
の
「
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」
研
究
会
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
知
的
障
害
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
社
会
に
お
い
て
、
そ
の
人
ら
し
く
安
定

し
た
自
立
生
活
を
送
る
為
に
何
が
必
要
な
の

か
の
整
理
し
、
福
祉
基
盤
の
整
備
が
目
的
で

す
。
当
研
究
会
は
理
事
長
、
事
務
局
長
を
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
法
人
各
事
業
の
職
員
６
人

で
構
成
さ
れ
、
月
１
回
、
「
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
」
の
展
開
を
研
究
し
、
今
年
度
末
に

は
研
究
結
果
を
ま
と
め
る
べ
く
、
区
内
外
の

実
地
調
査
等
を
進
め
て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
付
随
し
て

９
月
に
世
田
谷
区
地

域
生
活
課
長
を
講
師
に
迎
え
た
職
員
研
修
会

を
持
ち
、
法
人
か
ら
43
名
が
参
加
し
て
有
意

義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
秋
桜
祭
・
カ
ラ
オ
ケ
大
好
き
」 

 

千
歳
台
福
祉
園 

主
任 

伊
藤
俊
平 

毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
二
ヶ
月
以
上 

前
か
ら
悩
み
、
考
え
て
い
る
方
が
い
ま
す
。 

悩
ん
で
い
る
の
は
Ｔ
さ
ん
と
Ｍ
さ
ん
。
何
を 

真
剣
に
考
え
て
い
る
か
と
い
う
と
、『
カ
ラ
オ 

ケ
で
何
を
歌
う
か
！
』
。 

 

毎
年
９
月
の
第
三
週
土
曜
日
に
開
催
さ
れ 

る
『
秋
桜
祭
』
、
今
年
も
９
月
18
日
（
土
） 

に
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
建
物
の
一
階
が 

千
歳
台
地
区
会
館
、
二
、
三
階
が
千
歳
台
福 

祉
園
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
地
域
の
方
と
合 

同
で
行
う
お
祭
で
す
。 

地
域
の
方
が
運
営
す
る
舞
台
発
表
に
、
数 

年
前
か
ら
千
歳
台
福
祉
園
も
参
加
し
、
カ
ラ 

オ
ケ
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
各
活
動
グ
ル
ー 

プ
及
び
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
が
発
表
を
行
い
ま 

し
た
が
、
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
、 

カ
ラ
オ
ケ
が
大
好
き
！
カ
ラ
オ
ケ
に
か
け
る 

意
気
込
み
が
違
い
ま
す
。
特
に
Ｔ
さ
ん
と
Ｍ 

さ
ん
は
何
を
歌
う
か
を
二
ヶ
月
以
上
前
か
ら 

考
え
、
月
に
一
度
の
ク
ラ
ブ
の
時
間
に
練
習 

し
、
更
に
家
で
も
個
人
練
習
！ 

 

そ
の
甲
斐
も
あ
り
、
本
番
で
は
、
緊
張
し 

な
が
ら
も
堂
々
と
美
声
を
披
露
し
、
会
場
か 

ら
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
喝
さ
い
を
浴
び
、 

達
成
感
に
満
ち
溢
れ
た
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま 

し
た
。 

 

さ
て
、
来
年
も
Ｔ
さ
ん
と
Ｍ
さ
ん
は
カ
ラ 

オ
ケ
ク
ラ
ブ
を
選
択
し
、
秋
桜
祭
で
日
頃
の 

成
果
を
発
表
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
皆
さ
ん 

も
来
年
の
９
月
17
日
（
土
）
、
秋
桜
祭
に
カ 

ラ
オ
ケ
の
応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
！ 

 

「
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
」 

下
馬
福
祉
工
房 

 

齋
藤
由
子 

今
年
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
「
第
44
回

ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
」
。 

２
千
人
程
が
集
っ
た
東
京
体
育
館
の
雰

囲
気
は
圧
巻
で
す
。
恒
例
の
ダ
ン
ス
に
始
ま

り
、
花
文
字
作
り
、
徒
競
走
に
デ
ィ
ス
コ
タ

イ
ム
、
綱
引
き
、
大
玉
転
が
し
、
リ
レ
ー
と

い
っ
た
競
技
へ
、
各
自
の
好
み
・
得
意
に
合

わ
せ
エ
ン
ト
リ
ー
。
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ

ら
し
く
力
を
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
ん
で
、

そ
し
て
ま
た
仲
間
を
精
一
杯
応
援
し
て
「
ガ

ン
バ
レ
下
馬
」
の
横
断
幕
に
象
徴
さ
れ
る
姿

で
し
た
。
今
回
は
選
手
宣
誓
も
下
馬
か
ら
。

約
一
ヶ
月
の
練
習
の
結
果
、
大
舞
台
で
の
緊

張
感
に
も
怯
ま
ず
、
本
人
も
「
う
ま
く
で
き

ち
ゃ
っ
た
」
と
大
成
功
。 

ま
た
、
リ
レ
ー
で
は
悲
願
の
金
メ
ダ
ル
を

初
獲
得
。
代
表
選
手
だ
け
で
は
な
く
、
皆
が

自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
応
援
し
、
喜
び
、
ま

さ
に
大
興
奮
・
大
感
動
！
で
し
た
。 

も
ち
ろ
ん
、
速
さ
や
上
手
さ
、
順
位
等
関

係
な
く
、
一
生
懸
命
す
る
こ
と
、
自
分
の
力

を
出
せ
る
こ
と
が
尊
い
の
だ
と
い
う
「
百
点

満
点
の
ビ
リ
」
が
私
た
ち
の
価
値
観
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
に
も
何
度
も
ぐ
っ
と

き
た
り
、
堪
ら
ず
に
涙
し
ち
ゃ
う
瞬
間
を
共

有
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。 

普
段
と
は
少
し
違
っ
た
表
情
、
ま
た
一
つ

成
長
を
感
じ
る
姿
、
仲
間
と
過
ご
す
意
味
の

大
き
さ
、
下
馬
の
一
体
感
等
、
多
く
の
こ
と

を
感
じ
た
一
日
で
し
た
。 



4 

 

「
リ
ヤ
カ
ー
移
動
パ
ン
販
売
」
開
始 

わ
く
わ
く
祖
師
谷 

大
瀧 

綾 
地
域
の
方
の
発
案
か
ら
始
ま
っ
た
砧
総

合
支
所
前
庭
で
の
パ
ン
販
売
は
区
の
ご
協
力

や
支
所
一
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ご
理
解
も
あ

り
、
６
月
か
ら
週
に
1
回
、
お
昼
時
に
行
な

っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
に
“
わ
く
わ
く

“
を
知
っ
て
頂
き
少
し
ず
つ
、
砧
・
祖
師
谷

地
域
に
根
を
張
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
販
売
に
あ
た
っ
て
は
リ
ヤ
カ
ー
を
改

造
し
て
ポ
ッ
プ
な
移
動
店
舗
も
手
作
り
し
ま

し
た
。
こ
の
リ
ヤ
カ
ー
は
地
域
の
方
が
廃
車

に
な
っ
た
物
を
寄
付
し
て
下
さ
り
、
一
緒
に

ペ
ン
キ
を
塗
っ
た
り
、
カ
ー
テ
ン
を
作
っ
た

り
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
今
後
、

わ
く
わ
く
の
移
動
店
舗
が
街
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
製
造
部
門
も
販
売
部
も
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
街
で
見
か
け
た
ら
是
非
お
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。 

         

『
雨
の
ち
晴
れ
！
』
大
原
秋
ま
つ
り 

大
原
福
祉
作
業
所 

主
任 

山
口 

円 

 

沢
山
の
お
客
様
の
拍
手
、
笑
い
声
・
・
・
。

９
月
２５
日
の
「
大
原
秋
ま
つ
り
」
は
大
盛
況

に
終
わ
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
台
風
の
影
響

も
あ
り
、
朝
か
ら
雨
だ
っ
た
の
で
屋
上
の
イ

ベ
ン
ト
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
と
心
配
し
ま

し
た
が
、
所
長
の
「
よ
し
、
大
丈
夫
。
屋
上

で
や
ろ
う
！
」
の
一
言
で
雨
も
上
が
り
雲
の

隙
間
か
ら
は
、
太
陽
ま
で
出
て
き
て
遠
く
の

「
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
も
は
っ
き
り
見
え
“
大

原
パ
ワ
ー
は
す

ご
い
！
”
と
感

じ
ま
し
た
。 

 

お
祭
り
直
前

ま
で
作
業
に
追

わ
れ
準
備
が
進

ま
ず
大
変
で
し

た
。
特
に
恒
例

の
“
大
原
の
劇
”

今
回
は
、
テ
レ
ビ
で
放
送
し
て
い
た
『
う
ぬ

ぼ
れ
刑
事
』
で
し
た
。
練
習
回
数
３
回
程
度

し
か
と
れ
ず
、
不
安
で
し
た
が
“
楽
し
も
う
”

を
モ
ッ
ト
ー
に
本
番
を
迎
え
、
利
用
者
・
職

員
そ
し
て
お
客
様
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
安

心
し
ま
し
た
。 

こ
の
他
に
、
神
埼
貴
孝
師
範
に
よ
る
地
唄

舞
（
日
本
舞
踊
）
や
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
（
ア

ン
デ
ス
民
族
音
楽
）
の
演
奏
な
ど
充
実
し
た

も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

ご
家
族
は
じ
め
沢
山
の
方
々
の
ご
協
力
と
ご

来
場
く
だ
さ
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
“
大
原
パ
ワ
ー
”

全
開
で
が
ん
ば
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ご
挨
拶 

 

本
年
４
月
か
ら
法
人
本
部
事
務
局
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。 

 

せ
た
が
や
樫
の
木
会
の
充
実
発
展
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
微
力
で

す
が
頑
張
り
ま
す
。 

佐
藤 

勝 

                   

役
員
・
評
議
員
ご
紹
介 

 

本
年
３
月
１
日
の
理
事
会
・
評
議
員
会
に

お
い
て
、
新
し
い
理
事
・
監
事
・
評
議
員
が

選
任
さ
れ
、
３
月
12
日
の
理
事
会
に
て
鈴
木

昭
雄
理
事
が
理
事
長
に
互
選
さ
れ
ま
し
た
。 

 

任
期
は
平
成
22
年
3
月
12
日
か
ら
２
年

間
で
す
。
（
以
下
敬
称
略
） 

[

理
事]

鈴
木
昭
雄
、
大
南
英
明
、
上
原
明
子
、 

佐
藤
勝
、
小
島
幸
久
、
村
瀬
精
二
、
※
堀

田
和
子 

[

監
事]

金
丸
哲
也
、
堀
卓
郎 

[

評
議
員]

山
井
正
弘
、
※
川
名
あ
き
、
阿
部

春
子
、
田
中
初
子
、
※
保
科
光
子
、
※
井
上

清
子
、
※
三
浦
真
喜
美 

（
注
１
）
理
事
は
全
員
評
議
員
を
兼
任 

（
注
２
）
※
は
新
任 

                

せたがや樫の木会後援会「かしの木友の会」 
後方支援のため、ご協力を何卒宜しくお願い申し上

げます。 

会費： 個人会員  一口  2,000円から 

    団体会員  一口  10,000円から 

    （郵便為替口座 00130－２－667003） 

連絡先：法人本部へ 
・ 会員相互の親睦を深める為、11 月 30 日（火）に懇

親会(会費 2,000 円)を開催します。  

世田谷区手をつなぐ親の会  
知的障害者の権利を守り、  

教育と福祉の充実を目指し活動しています。 
 

連絡先：事務所  世田谷区世田谷 3-17-7-308 

TEL 03-3706-0067 FAX 03-3706-0246  

URL： http : / /oyanokai - se tagaya. com  

編集発行 社会福祉法人せたがや樫の木会  
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E-mail setagaya-kasinokikai@poppy.ocn.ne.jp 

URL： http : / /kashinokikai .net  
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